
　仁田まさとし市議は、3 月 8 日に開
かれた予算特別委員会のこども青少
年関係の審査に臨み、子ども家庭総合
支援拠点（3 面に関連記事）など 5 項
目について質疑しました。

こども青少年局関係
の審査に登壇
こども青少年局関係
の審査に登壇
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公明党横浜市会議員団
南区政務調査事務所 所長

横浜市会議員

仁田まさとし 検索

←メルマガの
　登録はこちらへ

●時間／8：00～21：00（土・日・祝日を含む毎日） ●Eメール／callcenter@city.yokohama.jp

Tel.045-664-2525 Fax.045-664-2828
各種手続き、施設、イベントなどの市政、生活情報など「知りたい・聞きたい」に答えます。

●電話で相談●

#7119
または、045-232-7119
年中無休／24時間対応

横浜市救急受診ガイド 検索

★Webで判断★
救急受診ガイド

急な病気やけがで、救急車を呼ぶか、
医療機関を受診するか迷ったら…

「保育・幼児教育センター（仮称）」設置検討を開始！

かながわ子ども家庭110番相談LINEを拡充

「保育・幼児教育センター（仮称）」設置検討を開始！

かながわ子ども家庭110番相談LINEを拡充
　神奈川県とともに昨年の 7 月1日より、親子
関係や家族の悩み、子育ての不安などについて
LINE による相談が始まりました。子ども本人や
保護者等から数多くの相談が寄せられていま
す。虐待相談も LINE 活用前より増加しており、
有効な相談手段と考えられます。
　仁田まさとし市議は、さらに有効
に機能するために「子ども本人が虐
待を受けていることに気づき、
LINE 相談につながるための取組み
が必要」と主張しました。
　副市長からは「一層の周知を図る

とともに『子どもの権利条約』を子ども自身に啓
発して、自分自身が権利の主体なんだというこ
とを意識してもらえるための取組みも並行して
やっていきたい」との考えが示されました。
　令和 3 年度からは、20 時までの相談時間が
21 時までに延長されました。

　平成30年度の予算特別委員会の局別審査において仁田まさとし市議は、子
どもたちが質の高い保育・幼児教育を受けられるように、幅広い視点で質の
向上を推進するため幼児教育センターの設置を検討すべきと主張しました。
　副市長からは、「今後検討していく」との前向きな答弁があり、令和 3 年
度から「保育・幼児教育センター（仮称）」の設置検討を始めること
となりました。
　質疑の中で、令和 9 年度頃の完成を想定していることが明らか
となりました。保育・幼児教育に関する調査・研究、研修、人材育
成や相談機能などが充実することが期待されます。
　様々な役割や機能が集約され、保育・教育の質に関する中心に
なることが重要であり、今後とも幼稚園や保育園団体などとも連
携を深め、センターの役割や機能を検討するよう求めて行きます。

※県のLINE公式アカウントで扱うデー
タには不正アクセスや情報漏えいがな
いことを確認しています。
（神奈川県ホームページより）

「かながわ子ども家庭110番LINE」
周知カード

　横浜市では、ワクチン接種実施ための補正予算・3年度予算合わせて２６６億円を計上し、市民への個別
通知、コールセンターの設置、接種実施方法の検討など、準備を進めています。公明党としても「ワクチン接種
対策本部」を設置し、2 月 28 日には全国の議員をオンラインで結び、ワクチン対策会議を開催しました。地
方と国との連携を強化し、迅速・円滑な実施を期して参ります。

　特定空き家の認定や処分、空き家の利活用、空き家の予防など、総合的な空き家対策の着実な推進へ、公明党
が要望してきた条例制定が実現しました。

新型コロナウイルスワクチン接種体制の整備を推進

■空き家対策の加速へ新たな条例を制定

　医療従事者等への先行接種を２月
17日から開始しています。4月中旬から

は一部の高齢者施設での接種を開始し、その後ワクチンの供給量に応じて一般
高齢者、基礎疾患を有する方、それ以外の方の順に対象を拡大していきます。

FAX：０５０-３５８８-７１９１
（耳の不自由な方のお問い
  合わせ用 FAX番号です）

ワクチン
情報は
こちら▶

 横浜市新型コロナウイルスワクチン接種コールセンター

Tel： 　０１２０-０４５０７０
　　  （受付時間：９～19 時まで、土日祝日も実施）

《接種までの流れ》
1 接種券を受け取る

2 接種する日時・場所を予約する
接種には予約が必要です。スマートフォン・
パソコンまたは電話から予約できます。
予約サイトのURL や予約センターの電話
番号は、接種券に同封されているご案内に
記載されています。

3 ワクチン接種を受ける（4月以降）
同じ種類のワクチンを一定の期間を空けて
2回受ける必要があります。

ワクチン接種を受けるにはご本人の同意
が必要です。
　既往症や病気などの理由により、接種に不
安がある方は、かかりつけ医等とご相談の
上、ワクチン接種を受けるかご検討ください。

「横浜市空き家等の適切な管理に関する条例」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和 3 年 8 月1日施行
　　　 空家等の適切な管理を促進し､管理不全な空家等を防止･解消。

①空家等の適切な管理について、法では努力規定となっている所有者等
　の責務を義務化。
②空家等の状態を知らせる標識を、法の規定より早く、勧告の段階で設置。
③所有者等が不明で改善が見込まれず、外壁の剥離等により地域住民の生命や身体に重大な危険が
迫っている場合に、行政が代執行の手続きを踏まずに応急的に危険を回避する最小限の措置を実施。

ポ
イ
ン
ト

 目的

接種が受けられる時期

接種会場・方法・費用について
●接種費用は無料です。
●横浜市における接種方法・会場は
　①集団接種（公会堂、スポーツセンター等）
　②個別接種（病院、診療所等）
　③施設接種（高齢者施設等）の3通りです。
※詳細については広報や対象者に向けた
　個別通知などでお知らせします。

ワクチン接種に関するお問い合わせ先



　
　
　

  

コ
ロ
ナ
禍
で
の
消
防
団
活
動
に
つ
い
て

　

 

斎
藤　

真
二
（
都
筑
区
選
出
）

　

地
域
防
災
力
の
中
核
を
担
う
消
防

団
の
日
々
の
訓
練
・
研
修
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
下
に
お
い
て
も
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
自
主
研
修

等
を
活
用
し
、充
実
強
化
す
べ

き
と
訴
え
ま
し
た
。

　

副
市
長
は
、
自
主
研
修
に

と
ど
ま
ら
ず
、重
点
的
に
や
る

べ
き
こ
と
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

予
算
化
す
る
こ
と
を
確
認
し
、

消
防
団
活
動
の
充
実
強
化
に

向
け
取
り
組
む
と
答
弁
し
ま

し
た
。

消
防
局

　
　
　

  

L
I
N
E
を
活
用
し
た

「
道
路
破
損
通
報
シ
ス
テ
ム
」を
導
入
へ

　

 

斉
藤　

伸
一（
保
土
ケ
谷
区
選
出
）

　

市
民
の
皆
様
が
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
簡
単
な
操
作
で
、
道
路
の
破
損
を
い
つ
で
も
通
報
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。L
I
N
E
の
横
浜
市
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
か
ら
、
舗
装
の
穴
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
不
具
合
等
を

選
択
式
で
入
力
、
写
真
や

地
図
も
添
付
で
き
簡
易

に
通
報
で
き
る
も
の
で

す
。 一 

昨
年
か
ら
提
案
し

て
い
た
も
の
で
す
が
、
こ

の
４
月
中
に
利
用
が
開

始
さ
れ
ま
す
。

道
路
局
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　　ピースメッセンジャー都市・横浜として、２０１７年には「核兵器

のない世界の実現を強く求める決議」の採択、２０１８年６月には

「横浜市国際平和の推進に関する条例」の制定、同年１０月には

「ヒバクシャ国際署名」への署名と、いずれも公明党が主導し

て、核兵器のない世界の実現を目指す取組を推進してきました。

さらに本年１月２２日の歴史的な核兵器禁止条約の発効を契機

に、公明党市議団は核兵器のない世界の実現に向けて、「真の

橋渡し役」として主導的

な役割を果たすことを

求める政府への意見書

の提出を提案し、今定

例会において全会一致

で採択されました。

令
和
３
年
度
予
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
よ
り

令
和
３
年
度
予
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
よ
り

令
和
３
年
度
予
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
よ
り

　
　
　

  

市
営
住
宅
自
治
会
の
負
担
軽
減
へ

　

 

久
保　

和
弘
（
瀬
谷
区
選
出
）

　

市
営
住
宅
の
共
益
費
は
、
住
民
の
高

齢
化
に
よ
り
、
個
別
訪
問
で
の
徴
収
が

困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。住
民
以
外
で
の
徴
収
方
法
の

早
期
実
施
を
求
め
、今
後
の
進
め
方
を
質
し
ま
し
た
。

　

局
長
よ
り
「
次
期
指
定
管
理
者
の
公
募
要
項
を
令
和
5

年
度
に
公
表
す
る
際
に
、
共
益
費
の
徴
収
を
、
指
定
管
理

者
の
業
務
の
１
つ
と
す
る
等
の
検
討
を
進
め
る
」
旨
の
答

弁
を
得
ま
し
た
。

建
築
局

　
　
　

  

災
害
情
報
伝
達
へ
戸
別
受
信
機
を
試
行

　

 

望
月　

康
弘
（
港
北
区
選
出
）

　

災
害
情
報
の
入
手
困
難
な
方
へ
、
戸

別
受
信
機
の
早
期
導
入
・
配
布
を
主

張
し
て
き
ま
し
た
が
、
３
年
度
か
ら
モ
デ
ル
地
域
で
の
試

行
が
始
ま
り
ま
す
。受
信
機
は
ボ
タ
ン
が
少
な
く
操
作
性

に
優
れ
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
も
使
い
や
す
い
も

の
で
、停
電
時
で
も
内
蔵
の
電
池
で
使
用
で
き
ま
す
。

　

危
機
管
理
室
長
は「
試
行
結
果
を
検
証
し
、
費
用
負
担

な
ど
を
含
め
、
整
備
に
向
け
方
針
を
検
討
す
る
」と
答
弁

し
ま
し
た
。

総
務
局

　
　
　

  

新
た
な
海
釣
り
施
設
を
相
次
い
で
整
備
へ

　

 

竹
野
内　

猛
（
金
沢
区
選
出
）

　
一 

昨
年
の
台
風
で
損
壊
し
た
金
沢
区
福

浦
・
幸
浦
地
区
の
護
岸
復
旧
に
合
わ
せ

て
要
望
し
て
い
た
、
海
釣
り

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
検

討
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

局
長
よ
り
、４
年
度
か
ら

の
整
備
着
手
を
目
指
し
て

課
題
の
整
理
と
予
算
確
保

に
努
め
る
旨
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。ま
た
、
本
牧
海

釣
り
施
設
の
3
年
度
中
の

復
旧
に
加
え
、現
在
埋
め
立

て
工
事
を
進
め
て
い
る
新

本
牧
ふ
頭
に
も
新
た
な
海

釣
り
施
設
を
設
置
す
る
こ

と
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

港
湾
局

       　
     　

 

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
を
推
進

　
 

安
西　

英
俊
（
港
南
区
選
出
）

　

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い

て
、
誰 

一 

人
取
り
残
す
こ
と
が
な
い
よ

う
、
中
長
期
的
な
視
点
を
見
据
え
た
取
組
が
必
要
と
質

問
し
ま
し
た
。

　

教
育
長
よ
り
「
特
別
支
援
教
室
等
を
活
用
し
た
支
援

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
ひ
き
こ
も
り
傾
向
の
あ
る
児

童
生
徒
の
学
習
機
会
の
確
保
へ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
教
材

を
活
用
し
た
家
庭
で
の
学
習
支
援
を
行
い
、
学
校
が
フ
ォ

ロ
ー
を
行
う
な
ど
、
支
援
の
充
実
に
努
め
る
」と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会

　
　
　

  

S
D
G
ｓ
の
目
標
達
成
へ

　

 

中
島　

光
徳
（
戸
塚
区
選
出
）

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の 

一 

層
の
推
進
と
、
２
０
３

０
年
の
目
標
達
成
に
必
要
な
今
後
の
取

組
を
質
し
ま
し
た
。

　

副
市
長
よ
り
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
強
く
意
識
し
た
施
策
、
職

員
行
動
基
準
に
明
記
し
た
意
識
を
実
践
し
、チ
ー
ム
横
浜

市
役
所
と
し
て
、縦
割
り
を
排
し
て
全
庁
横
断
的
に
意
見

を
出
し
合
い
、4
5
0
0
0
人
の
職
員 

一 

人
ひ
と
り
が
意

識
を
持
っ
て
実
践
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

政
策
局

　
　
　

  

７
月
の
料
金
改
定
へ
説
明
を
丁
寧
に

　

 

福
島　

直
子
（
中
区
選
出
）

　

持
続
可
能
な
水
道
事
業
を
め
ざ
し
議

決
し
た
水
道
料
金
改
定
に
つ
い
て
、
市

民
へ
の
説
明
方
法
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

局
長
か
ら
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
料
金
改
定
特
設

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
改
定
理
由
、
新
料
金
を
試
算
で
き
る

ツ
ー
ル
や
早
見
表
を
掲
載
し
、
３
、
４
月
の
検
針
時
に
再

度
お
知
ら
せ
を
各
戸
配
付
す
る
こ
と
に
加
え
て
、問
合
せ

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
も
開
設
し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

水
道
局

　
　
　
　

    

災
害
時
の
下
水
道
機
能
の
確
保
へ

　

 

木
内　

秀
一（
旭
区
選
出
）

　

災
害
が
発
生
し
て
も
ト
イ
レ
機
能
の

確
保
や
浸
水
対
策
な
ど
、
市
民
生
活
を

支
え
る
下
水
道
機
能
を
確
保
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

本
市
で
も
下
水
道
の
業
務
を
継
続
す
る
た
め
、Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
）の
取
組
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

局
長
よ
り
、
被
災
し
た
場
合
に 

一 

日
も
早
く
機
能
回

復
で
き
る
よ
う
繰
り
返
し
訓
練
を
重
ね
て
取
り
組
ん
で

い
く
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

環
境
創
造
局

　
　
　
　

  　

   

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
、学
齢
期

　
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援
が
実
現
へ

　

 

仁
田　

昌
寿
（
南
区
選
出
）

　

公
明
党
が
推
進
し
て
き
た
「
こ
ど
も

家
庭
総
合
支
援
拠
点
」が
、
令
和
4
年
度
ま
で
に
全
区
設

置
さ
れ
ま
す
。概
ね
18 
歳
ま
で
の
学
齢
期
を
対
象
と
し
て

様
々
な
相
談
に
応
じ
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
を
支
援

す
る
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
切
れ

目
の
な
い
支
援
体
制
が
整
い
ま
す
。子
ど
も
自
身
か
ら
も

相
談
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

副
市
長
か
ら
「
権
利
に
関
す
る
啓
発
や
相
談
窓
口
の

周
知
な
ど
」を
進
め
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

こ
ど
も
青
少
年
局

　
　
　

  

時
代
変
化
に
対
応
し
た
中
小
企
業
の
支
援
を

　

 

加
藤　

広
人
（
磯
子
区
選
出
）

　

脱
炭
素
や
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、
近
年

の
産
業
構
造
の
転
換
に
対
応
す
る
、
中

小
企
業
の
業
態
転
換
や
多
角
化
等
へ
の
支
援
充
実
を
訴

え
ま
し
た
。

　

副
市
長
か
ら
は「
中
小
企
業
の
経
営
革
新
に
向
け
た
き

め
細
か
い
支
援
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た

海
外
等
へ
の
販
路
拡
大
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
大
企
業
や
大
学
等
と
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
活
用
し
た
新
技
術
の
開
発
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
出

に
も
取
り
組
み
ま
す
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

経
済
局

　
　
　

  

市
民
に
寄
り
添
い
、
社
会
の
要
請
に
応
え

る
財
政
へ

　

 

髙
橋　

正
治
（
緑
区
選
出
）

　

財
政
が
果
た
す
根
源
的
な
役
割
に
つ

い
て
質
し
ま
し
た
。

　

局
長
よ
り「
財
政
は
下
水
道
や
道
路
な
ど
の
基
盤
づ
く

り
、突
然
の
災
害
や
病
気
な
ど
へ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
な

ど
を
負
担
し
あ
う
税
金
を
ベ
ー
ス
に
し
た
市
政
の
土
台

で
あ
り
、
思
い
や
り
に
立
脚
し
て
い
ま
す
。市
民
に
寄
り

添
い
、
社
会
の
要
請
に
し
っ
か
り
応
え
て
い
く
思
い
で
財

政
運
営
に
取
組
み
ま
す
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

財
政
局

通
報
シ
ス
テ
ム
画
面（
イ
メ
ー
ジ
）

「核兵器禁止条約」に関する意見書を採択「核兵器禁止条約」に関する意見書を採択■■

　

障
が
い
者
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
た
め
の
配

慮
と
環
境
整
備
を
す
べ
き
と
の
、
３
月

４
日
の
参
院
予
算
委
で
の
佐
々
木
さ
や
か
議
員
の
質
疑
を

受
け
、横
浜
市
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　

副
市
長
か
ら
は
、
送
付
す
る
接
種
券
を
入
れ
る
封
筒
へ

の
点
字
印
刷
や
音
声
読
み
上
げ
二
次
元
コ
ー
ド
の
導
入
、

接
種
会
場
で
の
筆
談
ボ
ー
ド
、タ
ッ
チ
端
末
設
置
な
ど
、障

が
い
者
に
寄
り
添
い
対
応
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。国
と
市
の
連
携
で
、障
が
い
者
の
皆
さ
ま
を
支
え
る
施

策
が
前
進
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
／
障
が
い
者
へ
の
環
境
整
備

　
　
　
　
　
が
前
進
！

行
田　

朝
仁（
青
葉
区
選
出
）

予
算
特
別
委
員
会
総
合
審
査

金沢海釣り施設（イメージ）



　仁田まさとし市議は、3 月 8 日に開
かれた予算特別委員会のこども青少
年関係の審査に臨み、子ども家庭総合
支援拠点（3 面に関連記事）など 5 項
目について質疑しました。

こども青少年局関係
の審査に登壇
こども青少年局関係
の審査に登壇
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公明党横浜市会議員団
南区政務調査事務所 所長

横浜市会議員

仁田まさとし 検索

←メルマガの
　登録はこちらへ

●時間／8：00～21：00（土・日・祝日を含む毎日） ●Eメール／callcenter@city.yokohama.jp

Tel.045-664-2525 Fax.045-664-2828
各種手続き、施設、イベントなどの市政、生活情報など「知りたい・聞きたい」に答えます。

●電話で相談●

#7119
または、045-232-7119
年中無休／24時間対応

横浜市救急受診ガイド 検索

★Webで判断★
救急受診ガイド

急な病気やけがで、救急車を呼ぶか、
医療機関を受診するか迷ったら…

「保育・幼児教育センター（仮称）」設置検討を開始！

かながわ子ども家庭110番相談LINEを拡充

「保育・幼児教育センター（仮称）」設置検討を開始！

かながわ子ども家庭110番相談LINEを拡充
　神奈川県とともに昨年の 7 月1日より、親子
関係や家族の悩み、子育ての不安などについて
LINE による相談が始まりました。子ども本人や
保護者等から数多くの相談が寄せられていま
す。虐待相談も LINE 活用前より増加しており、
有効な相談手段と考えられます。
　仁田まさとし市議は、さらに有効
に機能するために「子ども本人が虐
待を受けていることに気づき、
LINE 相談につながるための取組み
が必要」と主張しました。
　副市長からは「一層の周知を図る

とともに『子どもの権利条約』を子ども自身に啓
発して、自分自身が権利の主体なんだというこ
とを意識してもらえるための取組みも並行して
やっていきたい」との考えが示されました。
　令和 3 年度からは、20 時までの相談時間が
21 時までに延長されました。

　平成30年度の予算特別委員会の局別審査において仁田まさとし市議は、子
どもたちが質の高い保育・幼児教育を受けられるように、幅広い視点で質の
向上を推進するため幼児教育センターの設置を検討すべきと主張しました。
　副市長からは、「今後検討していく」との前向きな答弁があり、令和 3 年
度から「保育・幼児教育センター（仮称）」の設置検討を始めること
となりました。
　質疑の中で、令和 9 年度頃の完成を想定していることが明らか
となりました。保育・幼児教育に関する調査・研究、研修、人材育
成や相談機能などが充実することが期待されます。
　様々な役割や機能が集約され、保育・教育の質に関する中心に
なることが重要であり、今後とも幼稚園や保育園団体などとも連
携を深め、センターの役割や機能を検討するよう求めて行きます。

※県のLINE公式アカウントで扱うデー
タには不正アクセスや情報漏えいがな
いことを確認しています。
（神奈川県ホームページより）

「かながわ子ども家庭110番LINE」
周知カード

　横浜市では、ワクチン接種実施ための補正予算・3年度予算合わせて２６６億円を計上し、市民への個別
通知、コールセンターの設置、接種実施方法の検討など、準備を進めています。公明党としても「ワクチン接種
対策本部」を設置し、2 月 28 日には全国の議員をオンラインで結び、ワクチン対策会議を開催しました。地
方と国との連携を強化し、迅速・円滑な実施を期して参ります。

　特定空き家の認定や処分、空き家の利活用、空き家の予防など、総合的な空き家対策の着実な推進へ、公明党
が要望してきた条例制定が実現しました。

新型コロナウイルスワクチン接種体制の整備を推進

■空き家対策の加速へ新たな条例を制定

　医療従事者等への先行接種を２月
17日から開始しています。4月中旬から

は一部の高齢者施設での接種を開始し、その後ワクチンの供給量に応じて一般
高齢者、基礎疾患を有する方、それ以外の方の順に対象を拡大していきます。

FAX：０５０-３５８８-７１９１
（耳の不自由な方のお問い
  合わせ用 FAX番号です）

ワクチン
情報は
こちら▶

 横浜市新型コロナウイルスワクチン接種コールセンター

Tel： 　０１２０-０４５０７０
　　  （受付時間：９～19 時まで、土日祝日も実施）

《接種までの流れ》
1 接種券を受け取る

2 接種する日時・場所を予約する
接種には予約が必要です。スマートフォン・
パソコンまたは電話から予約できます。
予約サイトのURL や予約センターの電話
番号は、接種券に同封されているご案内に
記載されています。

3 ワクチン接種を受ける（4月以降）
同じ種類のワクチンを一定の期間を空けて
2回受ける必要があります。

ワクチン接種を受けるにはご本人の同意
が必要です。
　既往症や病気などの理由により、接種に不
安がある方は、かかりつけ医等とご相談の
上、ワクチン接種を受けるかご検討ください。

「横浜市空き家等の適切な管理に関する条例」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和 3 年 8 月1日施行
　　　 空家等の適切な管理を促進し､管理不全な空家等を防止･解消。

①空家等の適切な管理について、法では努力規定となっている所有者等
　の責務を義務化。
②空家等の状態を知らせる標識を、法の規定より早く、勧告の段階で設置。
③所有者等が不明で改善が見込まれず、外壁の剥離等により地域住民の生命や身体に重大な危険が
迫っている場合に、行政が代執行の手続きを踏まずに応急的に危険を回避する最小限の措置を実施。

ポ
イ
ン
ト

 目的

接種が受けられる時期

接種会場・方法・費用について
●接種費用は無料です。
●横浜市における接種方法・会場は
　①集団接種（公会堂、スポーツセンター等）
　②個別接種（病院、診療所等）
　③施設接種（高齢者施設等）の3通りです。
※詳細については広報や対象者に向けた
　個別通知などでお知らせします。

ワクチン接種に関するお問い合わせ先
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